



ので，子どもたちは生活を満喫できるでしょう 。まさに平和で幸せな時代がや ってくるのです 。」
　　　　　　　　　 ルイス ・ストラウス（ 原子力委員長，１９５４年９月 ，科学作家協会での講演から）


















































































































































ト・ ニューズ造船所で建造されてきた。原潜はゼネラル ・ダイナミクス社（エレクトリッ クボート
杜部門）によっ てほぼ独占され，駆逐艦などの在来型の海上艦船は，コングロマリット資本のリ











来型の１０倍の費用が必要と見積もられている）。 使用ずみの核燃料の処理 ・保存コストも加えると ，
　　　　　　　　　　　　　　　　１３ｊコスト格差はいっ そう膨らむであろう 。











岸部には近づけなか った）。 さらにはニュージーランド ・デンマーク ・エジプト ，神戸市のように ，
原子力推進艦船の寄港 ・通過を拒否したり ，安全証明を求めたりする国 ・地域が増えてきた。こ
のような傾向がさらに広がれば，原子力を利用するために米国海軍の作戦行動が，逆に阻害され













































まっ た。 マンハッ タン計画と同じ，「走りながら考える」突貫工事の論理が，計画を支配したの
である。コンベア社とロッ キード社が機体の設計開発を受注し，ＧＥ社とプラ ット＆ホイ ット














































ク・ ショッ クも追い風になっ て， ６０年８月には，この計画を担当する特別の部局（Ｓｐ。。。 Ｎｕ．１ｅ。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）Ｐ・・ｐｕｌ．ｉ．ｎ Ｏ舶。。）が，航空宇宙局と原子力委員会のもとに設けられた。ロケ ットに搭載する小型
原子炉として，６０年代はじめにはＫｉｗｉ－Ａ炉など９基の原子炉が試作され，実験が繰り返された 。
　ケネディ政権になっ て， この計画はＮＥＲＶＡと名づけられ，体制が一新された。ロケ ット設
計はアェロジェット（Ａ・・ｏｊ・ｔ）社が，原子炉設計は，ウェスティングハウス社が担当することに
なり ，ネバダ核実験場で，原子カ ロケ ットエンジンの実験が繰り返し行われた 。
　しかし６２年１１月に ，Ｋｉｗｉ－Ｂ第４号炉が，実験中に爆発し，炉心が飛び散るなどの事故が発生



















た。 その中心となっ たのが，水爆開発をめぐっ てオ ッペンハイマーと衝突し，独自にリヴ ァモア































































　Ｔ１ｍｅｓ　Ｂｏｏｋ ｓ， ｃｈａｐ２ ，Ｐａｔｒ１ｃｋ　Ｔｙ１ｅｒ，Ｒ舳伽昭Ｃ〃伽Ｚ　Ｔ加３伽〃Ｗ；叱Ｒ２６尾ｏリ弘伽３Ｇ伽６閉Ｚ
　Ｄツ舳〃６５．１９８６，Ｈａｒｐｅｒ ＆Ｒｏｗを参照 。
５）　Ｊｅ丑ｒｅｙ　Ｌ　Ｒｏｄｅｎｇｅｎ，１９９４，Ｐ　ｌ１Ｏ，Ｐｅｔｅｒ　Ｐｒｍｇ１ｅ／Ｊａｍｅｓ　Ｓｐ１ｇｅ１ｍａｎ，ｎ６Ｎ肌Ｚ６〃３〃ｏ似１９８１ ，





　６〃５¢び，１９４７～１９８７．１９８７，ＰｈＤ　Ｄ１ｓｓｅｒｔａｔ１ｏｍ，Ｎｅｗ　Ｓｃｈｏｏ１ｆｏｒ　Ｓｏｃ１ａ１Ｒｅｓｅａｒｃ ｈ， ｐｐ２８～２９ ，Ｎｏｒｍａｎ
　Ｆｒ１ｅｄｍａｎ び８８泌舳〃舳６３３閉６６１９４５．１９９４，Ｎａｖａｌ　Ｉｎｓｔ１ｔｕｔｅ　Ｐｒｅｓｓ，ｃｈａｐ６
７）Ｈａｒｖｅｙ　Ｍ．Ｓａｐｏ１ｓｋｙ，Ｔ１加Ｐｏｒ〃ゐ恥¢舳Ｄ舳Ｚｏク舳〃，１９７２，Ｈａｒｖａｒｄ　Ｕｎｉｖ．Ｐｒｅｓｓ，ｐ．１６９ ・１７４；




































Ｈａｎｓ　Ｍ．Ｋｒｉｓｔｅｎｓｅｎ　ｅｔ　ａ１，ｐ．２１ ・３６ ・４１ ・４５










“８仰舳舳ガ１９８０，ＰＰ１～２ ，Ｐｅｔｅｒ　Ｐｒｍｇ１ｅ／Ｊａｍｅｓ　Ｓｐ１ｇｅ１ｍａｎ，１９８１［１９８２，２９０ぺ 一ン。１服部学 ，
１９６９年，６２～６８ぺ一ジを参照。レーニン号の原子炉事故については，梅林宏道 ，１９８９年，４１～４２ぺ 一
ジ。
Ｍｉｃｈａｅ１Ｅ．Ｂｒｏｗｎ，〃ツ雌Ｂ伽ム丁加ＰｏＺ〃ゴ０５０ゾ伽び．８．３肋確ゴ６ Ｂｏ肋ぴ 〃ｏｇブｏ舳，１９９２，Ｃｏｒ －
ｎｅ１１Ｕｎｉｖ．Ｐｒｅｓｓ，Ｐ ．１９４
















Ａ１ａｎ　 Ｊ． Ｌｏｖｉｎｅ，１９９４，Ｐｒａｅｇｅｒ，ＰＰ．１５９～１７４；Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｉ．Ｓｃｈｗａｒｔｚ（ｅｄ ．），んｏ〃たＡ〃かＷ加“加
び． ３． １Ｖ肌Ｚ６〃Ａグ３６舳１Ｒ６０〃ツＣ０３乏９．１９９５，ｐ．２４
Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｉ，Ｓｃｈｗａｒｔｚ（ｅ（１ ．），１９９５，ｐ．９
この点は，岩城博司（１９８９）２３７～２４０，３１４～３１７ぺ一ジ参照 。
Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｉ　 Ｓｃｈａｗａｒｔｚ（ｅｄ），１９９５，ｐ２４また田窪雅文「原子カエネルキーと環境　　平和目的核爆
発の残したもの」『軍縮問題資料』１９９７年２月号，２６～２７ぺ一ジも参照 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８３）
１２　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第３ ・４号）
３３）以下の点は，全体としてＤａｎ　Ｏ ’ｅｉｌ１，丁加〃肌舳加ｒ　Ｂｏツ５．１９９４，Ｓｔ　Ｍａｒｔｉｎ’ｓ　Ｐｒｅｓｓ を参照。また
　　　Ｓｔｅｗａｒｔ，Ｌ．Ｕｄａ１１．１９９４，［邦訳書１ ，２７４ぺ一ジも参照 。
３４）『朝日新聞』９５年９月３日付け。田窪雅文，１９９７，２７～３１ぺ一ジ。シベリア ・サハ共和国での１３回の
　　　「平和目的の核実験」の悲惨な結末は，『北海道新聞』９６年１２月２７日付け記事を見よ 。
３５）　Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｉ　Ｓｃｈｗａれｚ（ｅｄ），１９９５，ｐ２４
３６）　Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｉ　Ｓｃｈｗａｒｔｚ，Ｆｏｕｒ　Ｔｒ１１１１ｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｕｎｔｍｇ，丁加Ｂ〃〃閉げ肪３Ａなｏ舳６ ８６〃伽５な，５１－６ ．
　　　１９９５，ｐ．４７
（１８４）
